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仕様

電源電圧 標準ＤＣ３Ｖ（2.0～5.0Ｖ可）
［単３×２ 電池ボックス付属]

※電池以外の電源を用意する場合は[100mA]以上供給
できるものをご用意ください。
動作時電流 平均 ５０mA(電源電圧3V時)
待機時電流 １０μA以下(電源電圧3V時)
※音が鳴っていない時

動作モード 繰り返し
(短絡ソケットを差し込んでいる間中、繰り返し)

出力音種 ６種
出力音選択 １～６(複数選択可)
※１のみ選択した場合は１の音を繰り返し出力
※１，２，３と選択した場合は３,２,１－３,２,１の
出力で繰り返し出力

出力 スピーカ(８Ω)
出力音量 平均６０(db)
※電源電圧3V、付属スピーカ使用にて正面30cmの位置
で計測(特性周波数重み付け無し)した物となります。
また、データは参考値であり保証値ではありません。

基板サイズ Ｗ５３．５ Ｄ３５．８ Ｈ１３ mm
※Ｈはハンダ部も含んだ値です。

※切断状況などにより多少異なる場合があります。
ケース対応 無

６種のサウンドを選択可能。

スピーカ＆スピーカアンプ搭載ですぐに鳴らせます。
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短絡ソケットの差込位置の選択で６種類のサウンドを選択す

る事ができます。

サウンドは短絡ソケットを差し込んでいる間、鳴り続けま

す。止める時は短絡ソケットを引き抜きます。

また、複数の選択も可能なので、例えば「１」「３」に短絡

ソケットを取り付けた場合、「３」→「１」→「３」→「１」

・・と繰り返し音を鳴らし続けます。

全ピンにソケットを差し込むことで全音を繰り返し鳴らす事

も可能です。

［キット］

ＤＮＧＲ－Ｇ４８

※出力の音量は固定です。調整はできません。

・スピーカからは非常に大きな音が出ます。

聴覚に障害を負う恐れもございますので、スピーカに耳を近

づけて音を鳴らさないようにしてください。

注意

ハンダ付けは別紙「正しい半田付けのしかた」を、よく読んで行

ってください。またハンダは「電子工作用」と書いてある物か、

成分が、スズ６０％・鉛４０％の物が扱い易くなっています。
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極性は気にする必要は有りませんの

で、どちらを＋にしてもＯＫです。

※同時選択時の優先順 JP6>JP5>JP4>JP3>JP2>JP1

※同時選択の場合１音の発音時間は４～５秒間(固定)となります。

・音出力パイロット

音が鳴っている時点灯します。

音声選択ピン 兼 ONスイッチ

短絡ソケットを差した箇所の音が鳴ります。

短絡ソケットを差している間鳴り続けます。

電池ボックス

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。
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下記リストでパーツをチェックしてください。

リスト中の□にチェックを入れましょう。

パーツは小さな物もあり、なくしやす

いので袋から出した後は小皿などに入

れて組み立て作業にかかりましょう。

□基板 DNGR-G48 1枚

・抵抗

□ ４．７Ｋ（黄紫赤金）２個

□ ５１Ｋ（緑茶橙金）１個

□ １８０（茶灰茶金）１個

□ 積層セラミックコンデンサ

１０４（０．１μＦ） ２個

□スピーカ １個

□ 配線材(10cm) ２本

スピーカ接続用

□ＩＣ UTC1618 １個

□電池ボックス

単３×２ １個

パーツの取り付けは組立参考図を見ながら番号順に行ってく

ださい。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きちんと差

込、ハンダ付けしてください。

①基板

□基板 DNGR-G48

②抵抗

□ Ｒ １ ４．７Ｋ（黄紫赤金）

□ Ｒ ２ ４．７Ｋ（黄紫赤金）

□ Ｒ ３ ５１Ｋ（緑茶橙金）

□ Ｒ ４ １８０（茶灰茶金）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

④積層セラミックコンデンサ

□ Ｃ１ １０４（０．１μＦ）

□ Ｃ２ １０４（０．１μＦ）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

③ＩＣ

□ ＩＣ１ ＵＴＣ１６１８

⑤ＬＥＤ

□ ＬＥＤ

□ＬＥＤ １個

取付方向注意！

足の長い方側を

"A"側に

□トランジスタ Ｃ１８１５ ２個

□短絡ソケット ６個

⑥２Ｐコネクタ

□ＪＰ１

□ＪＰ２

□ＪＰ３

□ＪＰ４

□ＪＰ５

□ＪＰ６

□２Ｐコネクタ ６個

マークを

合わせる

根本まで差し込む

向きに注意！

約３ｍｍ

取付方向注意！

⑦トランジスタ

□Ｑ１ 2SC1815

□Ｑ２ 2SC1815

型番注意！

A K

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで
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これで基板の組立は終了です。

・動作チェックには電池が必要です。

単３の電池を２本用意してください。

・電池ボックスに電池をセットしてください。

・「＋」「－」を間違えないようによく確認して取り

付けてください。

・まずはJP1に下図の様に短絡ソケットを差して音が鳴るか試

して下さい。

短絡ソケットをJP1から抜き次にJP2に差し込んで違う音が鳴

るか確認してください。

バネの方が

「－」側になります

＋

－＋

－

でっぱりのある方が

「＋」になります

⑧電池ボックス

□ＰＯＷＥＲ 電池ボックス

図を参考に電池ボックスの

赤線を＋、黒線を－にハンダ付けしてください。

⑨スピーカ

□ＳＰ スピーカ

□配線材 ２本

JP1 JP2

＋

－

－

＋

黒

極性は気にする必要は有

りませんので、どちらを

＋にしてもＯＫです。

※配線材を使ってスピーカと基板をハンダ

付けして接続してください。

UTC 1618L

JP1 JP2 JP3

ピン間

に差し込む

短絡

ソケット

＋

●複数箇所を同時に短絡ソケットを差した場合

優先順は JP6>JP5>JP4>JP3>JP2>JP1 となります。

１音の発音時間は４～５秒間(固定)となります。

同じ 要領で順に～

JP6まで差し込んでい

き違う音が鳴るか確認

してください。

・電池ボックスから電池を外すか、短絡ソケットをすべて抜

いてください。

・下図のようにスイッチを付ける事で、音のON/OFFを

スイッチで操作する事ができます。

・スイッチは接点電流が、100mA程度の物であればど

んなタイプの物でも使えます。好みや操作に応じて選

択してください。

・JP1～6の音声選択ピンにスイッチを付けてON/OFF操作で

きるようにします。

配線は平行線、ツイスト線などで１～２ｍ程度延長でき

ます。(上記以上の距離を伸ばすとノイズ[電磁気的]の影

響で誤動作などが起こる可能性が高くなります。)

１０４ UTC

JP1 JP2 JP3

＋

赤

プッシュＯＮ

スイッチ

押している間音

が鳴ります。

[JP1取り付け例]

スイッチの代わりに

リレー接点などを接

続してもＯＫです。

トグルスイッチ

取り付け例

黒

赤
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●電源のチェック

・電池が切れていませんか？

（電池を新しい物に交換してみてください。）

・電池の極性を逆にしていませんか？

（３ページの図をよく見て＋，－を確認してください）

●ハンダ付けのチェック

動作不良の原因のほとんどは「ハンダ付け不良」です。

・ハンダの量が少なすぎないか、ハンダが関係ない隣りの回路

とつながっていないかよく見てください。

・ＩＣ、トランジスタ、ＬＥＤは向きが違うと全く動作しませ

んので組立参考図をよく見て確認してください。

・熱不足でハンダが接合されていない場合もあります。その場

合はハンダごてをハンダ箇所に当て直すだけで修復される事が

あります。

パーツを差し替える場合

パーツを差し替える時は「ハンダ吸取線」という物を使っ

てハンダを吸い取ってください。ホームセンター、下記WEB

ショップなどで購入できます。

使い方は、取りたい部分の上に吸い取り線を乗せ、ハンダ

ごてを当てるだけです。溶けたハンダは吸い取り線に吸収さ

れるので簡単に部品がとれはずせます。

ハンダ吸取線

どうしても動作不良の原因が、わからない場合は、現在の症

状を明記の上、別紙「修理・点検のご案内」の手順で修理依

頼をしてください。

◆長期間使用しない時は電池を取り外してください。

◆電子部品・基板が濡れると故障の原因となります。

水に浸かったり、濡れたりしない所でご使用ください。

◆電源電圧に６Ｖ以上(動作電圧は５Ｖまで)加えると、ＩＣが破

損します。絶対に電圧を間違えないでください。

◆電源の極性を間違えると、ＩＣ、トランジスタが破損する恐れ

があります。電源(電池)を取り付ける時はよく確認してくださ

い。

WEBショップ http://eleshop.jp

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。
・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。

・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。
お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先

(回路図は製品版に記載されています)


